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            １．地球温暖化              

 

●大気中の二酸化炭素は温室効果があり、濃度が上がれば平均気温が上昇 

・過去１６万年は、200 ppm（氷河期）～ 280 ppm（温暖期） 

・産業革命から200年、石油、石炭を燃やすことで二酸化炭素が急増 

・産業革命までの 280 ppm に対して現在 380 ppm を越えた 

⇒この差は過去の氷河期と温暖期の差以上 

 

●地球温暖化による気温の上昇 

・世界の平均気温は、過去125年間のうち、 

高温を記録した年（15年）が1990年以降に集中。 

・過去100年間で地球の平均気温は0.74℃の上昇 

・21世紀末の平均気温は最大で6.4℃上昇 

 過去100年の温度上昇0.74℃の約10倍の気温 

上昇が予測されている。 

 

●世界中で異常気象が多発 

 異常気象の発生件数が加速し、今後さらに悪化。 

 豪雨、干ばつ、熱波、台風などが激化 

 

●世界の今後の予測 

・猛暑や熱波、豪雨などの異常気象が 

さらに増加する可能性 

・気温上昇と乾燥化による森林の枯死  

⇒CO2増加、温暖化が加速 

 ⇒50年後にはアマゾンの森林も 

乾燥により砂漠化（イギリス政府報告） 

・気候の変化により、生息域の変化など、生態系に大きく影響、生物種の絶滅も 

・異常気象、降雨量の変化、塩害などで砂漠化と洪水が進行 

 ⇒2025年には世界人口の大半にあたる約５０億人が水不足に 

 

・今後100年以内に中国で米の収穫は8割減、インドでは小麦などの収穫が大幅に減少 

・異常気象による「環境難民」は2005年までに1920万人、 

 2010年までに5000万人、21世紀末には２億人に達する。 

 

・100年以内の海面上昇は１～８メートルまで、さまざまな情報がある 

・海面上昇により、モルジブなど数十ヵ国は国の大半が水没 

・今世紀後半までに、北極海の海氷が、夏にほとんど消滅する可能性 

・急激に氷河・氷床の崩壊が進行し、IPCCの予測より海面上昇が上回る速度で進行 

⇒超巨大氷山が流出して巨大津波が起きれば、原発の倒壊などにより世界は崩壊する 

 

異常気象の発生件数
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（国立環境研究所　2003年調査報告　ほか）（件）




